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『
鎌
倉
殿
の
十
三
人
』
関
連
⓶
＝ 

旅
で
知
る 

巴
御
前
と
静
御
前 

 

清
水 

勝 

 

「
是
よ
り
木
曽
路
」
の
碑
を
見
て
、
木
曽
川
沿
い
に
歩
き
、
や
が
て
宮
ノ
越
宿
に

着
く
。
こ
の
辺
り
は
木
曽
義
仲
が
育
っ
た
地
で
、
近
く
に
義
仲
館
が
あ
る
。
木
曽

川
に
架
か
る
橋
は
巴
橋
。
そ
こ
か
ら
は
深
く
え
ぐ
ら
れ
た
濃
い
青
色
の
水
が
渦
を

巻
い
て
い
る
巴
ヶ
淵
が
見
え
る
。 

巴
御
前
は
こ
こ
で
泳
ぎ
、
武
技
の
鍛
錬
を
し
た
ら
し
い
。
伝
説
に
よ
れ
ば
、
こ

の
淵
に
住
む
龍
神
が
義
仲
の
養
父 

中
原
兼
遠
の
娘
と
し
て
生
ま
れ
、
巴
御
前
に

化
身
し
て
義
仲
の
愛
妾
と
な
り
、
彼
を
守
っ
た
と
い
う
。 

 

巴
御
前
は
『
平
家
物
語
』『
源
平
盛
衰
記
』
に
記
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、『
吾
妻

鏡
』
に
は
一
切
出
て
こ
な
い
。
ど
う
や
ら
軍
記
物
語
上
の
人
物
と
い
う
こ
と
の
よ

う
だ
。
義
仲
の
悲
運
を
見
か
ね
て
作
者
が
色
沿
い
の
た
め
に
巴
御
前
を
登
場
さ
せ

た
の
か
も
し
れ
な
い
。 

曰
く
、 

・
女
性
の
身
で
あ
り
な
が
ら
強
い
武
人
で
、
美
し
い
容
姿
だ
っ
た 

・
死
を
覚
悟
し
た
義
仲
と
別
れ
る
際
に
は
敵
将
御
田
八
郎
師
重
を
討
ち
取
っ
て
戦

場
を
去
っ
た
（
カ
ッ
コ
い
い
！
） 

・
木
曽
義
高
の
母
と
し
て
、
息
子
の
命
乞
い
に
行
き
、
頼
朝
に
捕
ら
え
ら
れ
る 

・
鎌
倉
幕
府
の
要
職
に
あ
っ
た
和
田
義
盛
の
妻
に
な
り
、
朝
比
奈
義
秀
を
生
ん
だ 

・
義
盛
の
死
後
、
出
家
し
越
中
富
山
で
過
ご
し
九
十
一
歳
で
こ
の
世
を
去
っ
た 

等
々
。 

 

作
者
が
巴
御
前
を
創
る
ヒ
ン
ト
と
し
た
人
物
は
、
養
父 

中
原
兼
遠
の
娘
の
鞆

絵
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
幼
少
期
に
義
仲
（
幼
名 

駒
王
丸
）
に
武
士
の
作
法
や
武

術
指
導
を
し
た
の
が
八
歳
上
の
鞆
絵
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
推
測
し
て
み
た
。 

＊ 
 

 
 

 
 

＊ 
 

 
 

 
 

＊ 

 

桜
と
い
え
ば
吉
野
だ
。
そ
の
吉
野
を
訪
ね
た
時
に
、
頼
朝
勢
に
追
わ
れ
た
義
経

が
静
御
前
と
共
に
吉
野
の
吉
水
神
社
で
五
日
間
匿
わ
れ
た
と
知
っ
た
。 

五
日
間
、
義
経
は
熟
慮
の
上
、
静
御
前
と
こ
の
地
で
別
れ
る
こ
と
を
決
意
し
、

京
に
戻
る
よ
う
に
命
じ
、
金
品
と
従
者
を
与
え
た
。 

し
か
し
、
静
御
前
は
従
者
に
金
品
と
荷
物
を
奪
わ
れ
逃
げ
ら
れ
て
し
ま
い
、
山

中
で
さ
ま
よ
っ
て
い
た
と
こ
ろ
を
僧
兵
に
捕
ら
え
ら
れ
、
京
を
経
由
し
て
鎌
倉
に

送
ら
れ
た
（
『
吾
妻
鏡
』
よ
り
）。 

  

恐
ら
く
義
経
は
大
海
人
皇
子
（
の
ち
の
天
武
天
皇
）
が
吉
野
に
隠
棲
し
た
後
に
、

兄
の
天
智
天
皇
の
子
の
大
友
皇
子
を
倒
し
て
政
権
を
握
っ
た
こ
と
（
壬
申
の
乱
）

が
頭
を
過
っ
た
に
違
い
な
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 


